
コ□ナ半密閉式石油ストーブ 


取扱説明書 


正し<使って上手に節約 


エスブイ ビーエス エスブイ ビー 

SV-151BS SV-151B 

エスブイ ビーエス エスブイ ビー 

SV-S01BS SV-S01B 



<SV-151BS-SV-201BS> 


<SV-151B-SV-201B> 


このたびはコ□ナ扫油ス I -ーブをお買い 
あげくださいましでありびとラございま 
した。 

ご使巧になる前に、必すこの取扱説明書 
をよく読んで、正しく使用しでください。 
まちびった取扱いは思わめ事故や故障の 
原因となります。 

お読みになった後ち取扱説明書は保証書 
となに必す保管しでください。 


A 筒货 

KEROSENE ONLY 


使用燃料：: rf 油 
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絵表示の例 




A 記号はま意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図のかに具体的なま意内容（左図の場合は一般的な注意）び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容（左図の場合はガソ IJ ン禁止）び描かれでいます。 
〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図の中に具体的な指示内容（左図の場合は電源プラグをコンじントから抜いでくださし、) 
び描カホています。 


A 危険 

A 
A 


この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が'死!::、重傷を負ラ危険、または乂災の 
危険び差し道って生じることび想定される内容を示しでいます。 


こと t この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人が'死!::、重傷を負ラ可能性、または乂災 
a の可能性び想定される内容を示しでいます。 

三この表示を無視しで、誤った取り扱いをすると、人び傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び 
想定される内容を示しでいます。 


この取扱説明書および製品への表示では、製品を安全に正しくお使いいただき、あなたや他の人々への危害や財産 
への損害を未然に防止するために、いろいろな絵表示をしでいます。その表示と意日未は次のよラになつでいます。 
内容をよく理解しでから本文をお読みください。 


田特にま意してし、ただきたいことほをのためにあずお守りください) 


A 危険 (DANGER) 


ガソリン厳禁 


ガソ IJ ンなど揮発性の高い油は、絶巧に使用しないでください。 
乂災の原因になります。 


(J) 


么警告 ( WARNING ) 

煙突外れ危険 

煙突び外れたまま使用しないでください。 巧^ 

外れでいると運転中に排ガスび室内にちれで、危険です。 ^ 

W 0 

煙突閉そ < 危険 こ^ 1 こ ^ 

煙突びつまったり、ふさびれたままで使用しないでください。 V V 

閱そくしでいると運転中に排ガスび室内にちれで、危険です。 一 

巧類の乾燥厳禁 马 m 

巧類などの乾燥には使用しないでください。 ' 一一 . 1 

巧類び落下しで乂びつき、乂災の原因になります。 

耳^^ 

スプ レー 宙厳禁 ぶ; 

スプレー生や力じットこんろ用ボンベなどを、ストーブの上や前に放置 9 fe 

しないでください。 バむ 1 

熱で生の任力び上びり、爆発しで危険です。 f じ^ ^ 
















A 注意 (CAUTION) 


カーテン•可燃物近接禁止 

力ーテンや燃えやすいちのを近づけないでください。 

乂災び発をするおそれびあります。巧燃物との離隔距離についでは標準 
据え付け例 （17 ページ）を参照しでください。 



給油時消义 

乂災のおそれびありますので、給油は、必す消乂し、乂の気のないとこ 
ろでおこなつでください。 



油漏れ確認 

ミ由タンク-コ''厶製送ミ由管-接含部-給ミ由コックおよび機器などからのな 
ミを漏れが'ないことを確認の上ご使用ください。 

な油び漏れでいると乂災のおそれびあります。 



異常時使用禁止 

巧一異常を感じたときは、使用しないでください。 
異常燃焼のおそれが'あります。 



高温部接触禁止 

燃焼中や消乂直後は、高温部、煙突、枠上部に手などふれないでくださし、。 
やけどのおそれが'あります。 



やかんのせ禁止 

やかんなどをのせないでください。 

振動や接離によつでやかんの熱渴びこぼれ、やけどのおそれびあります。 



分解修理の禁止 

故障、破損したら、使用しないでください。 
不完全な修理は、危険です。 



腰をかけたり、物をのせないで 

機器の上にのったり、腰をかけたりしないでください。機器の故障や、やけどのおそれびあります。 
機器の上に花びんや水を入れたちのなどを置かないでください。水びかかると漏電や故障のおそ 
れびあります。 


0 


改造使用の禁止 

改造しで使用しないでください。 

また、ストーフ''や煙突には床暖房用の熱交換器などを取り付けないでください。 
乂災や排ガスび室内にちれる原因となり危険です。 


0 


換気扇使用禁止 

ストーブを使用しでいる同室内で換気扇を使用しないでください。 

立消えしで爆発燃焼するおそれが'あります。 

また、換気□•給気□は常に確保し、物などでふさびないでください。 

















A 注意 (CAUTION) 


ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 

次の煙突設置の場含は必す、タブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取り付けでください。 

•集含煙突に接続する場含 

•標準寸法上に立ち上びりび高い場含 

• 風び強くで炎び洗むよラな場含 



電源コードを傷めない 

電源コードに無理な力を加えたり、物をのせたりしないでください。 

また、電源プラグを抜くときは、コードを持つで引き抜かないでください。 
乂災や感電の原因になります。 



電源プラグは確実に差しこむ 

電源プラグはコンじントに根元まで確実に差しこんでください。 

また、傷んだプラグやゆるんだコンじントは使用しないでください。 
乂災の原因になります。 

めれた手での抜き差しはしないでください。 

感電の原因になります。 



長期間使用しないときは電源プラグを巧く 

長期間使用しないときまたは保管するときは、必す電源プラグをコンじントからおいでくださ 
し、。 

乂災や予想しない事故の原因になります。 



電源プラグのお手入れをする 

ときどきは電源プラグを抜き、ほこりおよび金属物を除去しでください。 
ほこりびたまると湿気などで絶縁不良になり乂災の原因になります。 



'打油の保管 

な油は、乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰化を避けた場所に保管しでください。ガソ IJ ン 
などといっしよに保管しないでください。 

誤って使用すると異萬燃焼や乂災のおそれが'あります。 



変質'灯油禁止 

変質な油、不純なミ由（ちれたな油、水の混じっているなミ由など）を使用しないでください。 
異常燃焼や故障のおそれが'あります。 


0 


初めてお使いになるときの注意 

初めでお使いになるときは、耐熱塗料などび焼き付くまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、 
窓をあけで部屋の換気をおこなつでください。 

また、小鳥やル動物などに影麵する場含び考えられますので、この間は部屋に入れないでくだ 
さし、。 





















お願い (NCmCE) 

機器を廃棄するとをのま意 

ス I -ーブを廃棄処分するとさは、ミ由量調節器のなミ由をあさとつでください。 （11 ページ「ミち量調節器の 
スト レーナの 掃除」参照） 

な油を入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 


'打油の廃棄 

なミ由の廃棄処分は、な油をお買い求めになった販売店にご相談ください。 


国使用ずる場所 

ストーフ''を安全に使用するためには、場所の選定が'大切です。 

安全に使用ずるために _ 

参マントルピースなどには据え付けないでください。 



参標高び100 Om を超える高地では使用しないでください。 
(空気の濃度び薄いため、燃焼に必要な空気び不足します。) 



効果的に使用ずるために 

参部屋の保温を工夫し、部屋の温度の調節を/じ\びけましょラ。 

ストーフ'の周辺に障害物びあると、部屋の温度にむらびできるばかりでなく、ふく射熱によってストーフ''本体の温度び上昇しで危 
険です。 

使用場所には十分を意しで効果のに使用しで<ださい。 











固各部の名赖 

外観図 


SV-1 己 IBS • 20 IBS 


正面 


燃焼筒ふた 
燃焼筒 


のぞさ窓 



天板ガード 

遮熱板 

タンク取っ手 
給油□ふた 

油タンク 

油量計 
油量調節ダイヤル 

巧震 g 動消乂装置 
じットいく一 

油量調節器 
リじ ッ トレ バー 
スト レーナ 
クース 
電源スイッチ 
ヒータ ランプ 


背面 


送油パルプ 

タンク固定金具 
水平器 


電源コード 



煙突接続 □ 


ヒータカノ \一 
点乂ヒータ(内部） 


サーモスタット(内部） 


構造図 


SV-151B • 201 巨 


正面 


燃焼筒ふた 
燃焼筒 


燃焼 U ング 
油量調節器 
U 1 Z ツトレバ ー• 
ポットパーナ 
架台 
調節脚 
置台 



天板ガード 


上面板 


仕の板 

油量調節つまみ 
です板 
電源スイッチ 
ヒータ ランプ 
クース 
zf ム製送油管 
クース 止めねじ 
スト レー ナ 
電源コード 


背面 


水平器 

巧震自動消乂装置 
じツトレバー 



煙突接続 □ 


ヒータカノ \一 
点乂ヒータ(内部） 


サーモスタット(内部） 


SV-151BS • 20 IBS 



風量の替スイッチ 

油量調節ダイヤル 

電磁巧 


巧震 g 動消乂装置 

I 燃焼巧送風機 
風量制御板 

巧震 g 動消义装置 
じ ッ ト バー 

油量調節器 
U じット レバー 

油量調節器 
スト レーナ 


SV-151B • 201 B 


風量切替スイッチ 
油量調節つまみ 

電磁な 


油量調節器 
リじツトレバー 


スト レーナ 



燃焼用送風機 

風量制御板 


巧震 g 動消乂装置 
コム管 □ 
巧震 g 動消乂装置 
じットレバー 

油量調節器 





















































































































































































































































回使用前の準備 

燃料 


燃料は必すな'油 （ J に1看な'油）を使用しでください。 

» |么警告| ガソリンなど揮発性の高い油は、乂災の原因になりますので絶対に使用しないでください。 
• 、心主意 I 変質な油、ちれたな油、水の混じっているな油などは、絶対に使用しないでください。 

♦ |八ま意|な油は、必ず乂気、雨水、ごみ、高温および直射曰光を避けた場所に保管しでください。 



給油 

■給油の際の手順とミ主意 



SV -151 巨- 201 B 


1•送油バルブを閉じで給油□ふたをはす 
し市販の給油器具でな油を給油しでく 
ださい。 

油量計の針び「満」をさしたら給油を 
やめでください。 



給';由器具 


給';由□ふた 


ミ由量計 
ミ由タンク 
送ミ由バルブ 


水 グージ 
水抜きバルブ 


2•給ミ由□ふたを必すちとどおりに締めで 
ください。 

•給油の際に、か、ごみなどを入れないよラ 
特にを意しで < ださい。 


•給油□ふたは、確実に締めでください。 

•こぼれたな油はよくふきとつでください。 

•屈ま哥乂災のおそれびありますので、給油は、必す消乂し、乂の気のないところでおこなつでくださし、。 


■燃料切れのミ主意と空気お含のちま 


SV -1 己 IBS • 201 BSMM SV -151 B • 201巨 


油タンクを空ししないよつしま 
意しでください。 

ミ由タンクを一旦空にしますと、 
送油経路内に空気びたまり、 
正常に送油びできなくなるこ 
とびあります。 


油タンクを空(こしないよラ(こミ主意しでください。 

油タンクを一旦空にしますと、送油経路内に空気びたまり、正常に送油びできな 
くなることびあります。このよラな場合には次の順唐で空気抜きをしでください。 

1•ミ由タンクに給油します。 

2 •ストー フ''のコ''厶管□から、コ''厶製送ミ由管をはすします。 

3•コ''厶製送油管から油び連続しで流れ出ることを確かめ 
でからコ''厶製送油管をちとどおりに ストー ブに取り付 
けます。（油びこぼれないよラに容器を用意しでくだ 
さい。） 






















































点乂前の準備と確認 

■を全装置のじット、取扱上のを意 


SV -151 BS • 20 IBS 


1- 巧震自動消乂装置の じット 

巧震自動消乂装置じット 
レバーをもどらないとこ 
ろまで巧し下げでくださ 
し、。（じツトしなければ 
使用できません。） 


•巧震自動消乂装置 t ットレバーのじットは、静かに巧し下 
げでください。 

•ストーブはか平でない場所や、不安定な場所では使用しな 
いでください。（消乂装置が'誤作動する原因になります。） 
•ふだんは、巧震自動消乂装置による消乂（ストーブに強い 
衝撃をあたえで消乂すること）を絶対にしないでください。 
•作動後はちとどおりにじツトしでください。 


2 •ミ 由 量 調節器の じット 

油量調節器 IJ じットレ 
バーを「カチン」と音び 
するまで下に押します。 


•ストーブの油量調節ダイヤルは必す「消乂」にしでおいで 
ください。 

•油量調節器リじットレバーは、静かに巧しでください。また、 
油タンクの送油バルブを開いた状態で ijt ットレパーを長 
く巧しでいますと、油量調節器より油びあふれ出ることび 
ありますのでを意しでください。 




SV -151 B • 201巨 


1- 巧震自動消乂装置の じット 

巧震自動消乂装置じット 
レバーをちどらないとこ 
ろまで押し下げでくださ 
し、。（じツトしなければ 
使用できません。） 



•巧震自動消乂装置じットレバーのじットは、静かに巧し下 
げでください。 

•ストーブはか平でない場所や、不安定な場所では使用しな 
いでください。（消乂装置が'誤作動する原因になります。） 
•ふだんは、巧震自動消乂装置による消乂（ストーブに強い 
衝撃をあたえで消乂すること）を絶対にしないでください。 
•作動後はちとどおりに t ツトしでください。 


2 •ミ 由 量 調節器の じット 

油量調節器 Utz ットレ 
バーを「カチン」と音び 
するまで下に押します。 



•ストーブの油量調節つまみは必す「消乂」にしでおいでく 
ださい。 

•油量調節器リじットレバーは、静かに巧しでください。また、 
油タンクの送油バルブを開いたが態でリじットレパーを長 
く巧しでいますと、油量調節器より油びあふれ出ることび 
ありますのでミ主意しでください。 


■送ミ由経路の油ちれ確認 

ミ由タンクや送油管の接合部などから油ちれが'ないかどラか確認しでください。 

■電気配線の確認 

♦ IA ミ主意 I 電源プラヴをコン t ントに巧の根元まで確実に差し込んでくださし、。 

参電源コードび煙突などの高温部にふれるおそれのないことを確認しでください。 


じ2注意」電源プラクコードの発熱•発乂を防ぐために…… 

•電源は、必す適正配線されたお相 100 V のコンじントを使用しでください。 

•電源コードは、途中で接続したり延長コードの使用、他の電気器具とのタコ足配線をしないでください。 

















































国使用方法(巧い方) 


運転開始(点乂) 


■点乂順唐 



SV-151B • 201 巨 


1•油タンクの送油バルブを 
開いでください。 



2•油量調節つまみの白線を 
「点乂」に合わせます。 
(図は SV -15 旧の場合） 



3•電源スイッチ「入」を押 
しでください。 

ヒータランプび点なしで 
点乂ヒータびホ熱し、し 
ばらくすると着乂します。 



乂力調節 


" SV -151 BS - 201 BS 邏 


—\ 

ヒータランプ消な（点乂後 



15分位）後、ミ由量調節ダイ 



ヤルを目盛「1」〜「6」の間 . 

V 、 


で、ご希望の乂力に合わせ 


- 

一 6 5 ^ 



でください。 

朱 


© 



方。強 

f ^ J 


V 

/ 

_/ 


SV-151B • 201 巨 


ヒータランプ消な（点乂後 
15分位）後、ミ由量調節つま 
みを目盛り」〜「6」の間で、 
ご希望の乂力に合わせでく 
ださい。 



■炎のが態 

ストーブの据え付けやドラフトの関係で、炎は多少変化します。 
































































































運お停止（消义) 


■消乂順唐 


SV -1 曰 IBS • 20 IBS 


1- 油量調節器 Utz ットレバ 
-を "カチン "と音びする 
まで押し上げでください。 

2•油量調節ダイヤルの「消 
乂」を矢 EP に合わせます。 

3•乂び消えたことを確かめ 
たら電源スイッチ「切」を 
巧しでください。 

4•ミ由タンクの送油バルブを 
閉じでください。 
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1- 油量調節器 IJ じットレバ 
-を"カチン"と音びする 
まで押し上げでください。 

2•油量調節つまみの白線を 
「消乂」に合わせます。 



3•乂び消えたことを確かめ 
たら電源スイッチ「切」を 
押しでください。 

4•油タンクの送油バルブを 
閉じでください。 


ヒータ 



• 「 A ミ主意 I 2曰が上家をあけるなど、長時間使用しない場含は念のため電源プラグをコンじントから巧いでおいてください。 
•消乂後は必す電源スイッチを巧つでください。 

「入」のままにしでおきますとしばらくしでヒータランプが'点なし、点乂ヒータが'ホ熱したままとなります。 

•外出のときは、必す消乂しでください。 


消义後、再点义ずるとをの注意 

■油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみで消火した直後の再点火 

•消乂直後の再点乂は、15分位待って、ポットバーナびち却し、ヒータランプび点なしたら油量調節ダイヤルまたは 
油量調節つまみを「点乂」に合わせでください。 

消乂後すぐな油を流しますと、ポットバーナの宗熱で暖められたな油にいっきに乂びついで炎び高く上昇すること 
びあり危険です。 

■なミ由が'のれで自然に消火し、再点火するとき 

1•油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「消乂」にし、電源スイッチを切っでください。 

2•給油しで、ス I ブび冷却しでいることを確かめでから、 

3•油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「点乂」に合わせで、電源スイッチを入れでください。 

このとき必すヒータランプが'点なしでいることを確かめでください。 

ヒータランプが'点なしでいない場合は、ミ由たまりとなりますので、油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを一旦「消 
乂」にし、ヒータランプび点なしたら、ミ由量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「点乂」に合わせます。 


ポットパ'—ナに油をためてしまったとを 

参消乂しでいるときに油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみをラっかり開きっぱなしにすると、ポットバーナにな油 
びたまります。このまま点乂すると異常燃焼したり、点乂不良となります。 

ボ□巧などでポットバーナ内のな油をふきとっでから点乂しでください。 （12 ページ「ポットバーナの掃除」参照） 
参ポットバーナに油びたまったことに気づかないで点乂したときは、ポットにたまったな油び燃えつきるまで炎び大き 
くなっで燃焼します。 

このよラなときはすぐ油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「消乂」に合わせ、たまったな油び燃えきっで正常 
乂力にちどるまでそのままお待ちください。 

正常乂力になったら油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを希望の目盛に合わせでください。 









































使用上の注意 

本書の「特にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください)」の他に、次の項目についでちま意しでく 
ださい。 

参天板ガードは、地震などにより可燃物び落下したときなどに乂災を防止するためのちのです。やむをえす取りはすし 
た場合は、必すちとの状態に取り付けでおいでください。 


回まき装置 

巧震自動消乂装置 

参地震（震度約5必上）や強い振動、衝撃を受けた場合、自動的に消乂します。 

参地震によって作動した場合、周固の可燃物、ス I -ーブの損傷、油ちれ、煙突の外れなど異常びないことを確認しでか 
ら再点乂しでください。 

参再点乂は油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみを「消乂」に合わせでから巧震自動消乂装置じットレバーをじットし、 
ポットバーナびを却しでヒータランプび点なしたら、ミ由量調節ダイヤルまたはミ由量調節つまみを「点乂」に合わせで 
使用しでください。 

停電安全装置 

参停電や電源プラグび抜けたときは自動的に安全油量に切り誓わり、自然通気で燃焼します。 

煙突の高さび標準寸法 UTF に0ページ参照）の場合はラまく燃えませんので消乂しでください。 

参通電後は自動的に油量調節ダイヤルまたはミ由量調整つまみの乂力で強制通気燃焼にちどります。 

因日常の点巧•手入れ 

点検、手入れのときの注意 

点検-手入れは消乂後、ポットバーナびち却しでから、必す電源プラグをコンじントから抜いでおこなっでください。 

么注意 I 電気部品の分解や巿販品との交換は絶対にしないでください。 


点検、手入れの必要事項、時期、方法 

■周囲の巧燃物（使用ごと） 

参ま意]ストーブ'の周囲は、常に整理•掃除し、燃えやすいちのを置かないでくださし、。 


■ほこり•ちれ（使用ごと） 

参ほこりや巧れをそのままにしでおきますと、油びしみたりしで危険です。 

ス I ブはいつち清潔にしでご使用ください。 

■油ちれ•油のたまり•油のにじみ（使用ごと） 

参置台-油タンクに油ちれ-油のたまりや油のにじみびないか、ときどき点検しでください。 
また、給油の際にこぼれたなミ由は、よくふきとつでください。 

•油ちれのある場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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点検、手入れの必要事項、_時期、方法 （つづき) 

■ゴム製送油管の点検-交換の目安（シーズンのネリめ） 

» |么ま意| コム製送油管は、屋外で使用しないでください。屋外での使用は禁止されでいます。 

参屋内でコ''厶製送油管を使用しでいるときは、手で少し曲げ膨張、収縮、変質、変お、ひび割れが'ないか確認し、欠点 
のあるときは交換しでください。 


■油タンク（シーズンのネリめ、適時) 


SV -151 BS • 20 IBS 


油タンク内には、水やごみびたまりやすく、多くたまるとス I ブのちへ流出しで 
な油の流れを妨げで十分な乂力び出なくなります。ときどき、次のよラに水を抜い 
でください。 


1•給ミあ□より給ミをポンプなどで、ミ由夕 2•油タンク内の残ったなミ由や水は、ミ由 

ンク内のな油を排出しでください。 タンクをさかさにしで、給油□から 



SV -151 B • 201 B 


油タンク内は、水やごみびた 
まりやすいちのです。給油の 
とき、点検しでください。 

参油タンク内の水おきおよび 
清掃は、油タンク付属の取 
扱説明書にしたびつでおこ 
なつでください。 


■煙突の接続部のゆるみおよびトップの周囲（シーズンのネリめ、適時） 

参煙突の接続部、煙突トップのはすれびないかを点検しでください。煙突び腐食しで、巧びあいでいるちのは危険で 
すので新しい物と交換しでください。 

参煙突の近くには、燃えやすい物を置かないでください。 

参煙突内は結露で生じた水滴び凍つでつまると危険です。点乂時に、煙突のつなぎ目やストーブより異常な煙び出た 
ら消乂しで、煙突内部を点検しでください。 


■ミ由量調節器のストレーナの掃除（適時） (お買い求めの販売店に依頼しでください。) 

参油量調節器には、水分やごみを除くためのストレーナびついでいます。水やごみびたまると、な油の流れを妨げで、 
十分な乂力が'出なくなります。シーズンの終わりには、なのよラに掃除しでください。 


1•油タンクの送油バルフ''つまみを閉じでください。 

2•ストレーナの掃除□にノ\ガキなどの層紙を差し込んで、油ガイドを作り、その下に 
容器を置いでストレーナの止めねじをゆるめではすしでください。ミ由量調節器内の 
巧れたな油やごみび全部流れ出ます。 

3•ストレーナを取り出しで、きれいななミ由の中ですすぎ洗いをしでください。（水で洗 
わないでください。） 


組み立てるときは 

•ストレーナコ''ムパッキンを忘れないようにしでくださし、。 
•ストレーナを逆に入れないでください。 

•ストレーナの止めねじを固く締め巧けでください。 

参油ちれが'ないか確かめでください。 
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■燃焼用送風機の掃除（年 1 回]^上） を \ 買い求めの販売店に依頼しでください0 

参燃焼用送風機フアンにごみやほこりびたまると、送風力び弱くなり燃焼び悪くなったり、音び大きくなっでくるこ 
とびあります。このよラなときには、フアンのほこりを取り除いでください。 

1•ミおタンクを取りはすしでからクースをはすし、燃焼用送風機に組み込まれで 
し、る風量制御板をはすしでブラシなどで静かにほこりを取り除いでください。 

2•掃除び終わりましたら、ちとどおりに取り付けでください。 

燃焼用送風機フアンに力をリ日えますと、巧びりや傾きび生じで、回転のときに音び出ますので力を U 日えないよラにしでください。 



■点乂ヒ-夕の点検（シ-ズンのネリめ） @買い求めの販売店に依頼しでください:) 

点乂ヒータや点乂しんにすすび付着しますと、ホ熱び低下したり、油の吸上げび悪くなったりしで点乂しにくくなり、 
着乂不良の原因になります。ときどき、点乂時燃焼筒ふたをはすしで燃焼筒のかをのぞき、点乂ヒータび正常に赤熱 
しで点乂するか確認しでください。 

争点乂ヒータの脱着は入含におこなラ必要びありますので（燃焼用空気の気密性保持のため）、必すお買い求めの販 
売店に依頼しでください。 

■ポットバーナの掃除（適時） (お買い求めの販売店に依頼しでください。) 

参ポットバーナにすすびついで、炎のおび不揃いになったときや、ポットバーナの底にすすやカスびたまりすぎで着 
乂びおそくなったときは、次のよラにしですすを取り除いでください。 

1•天板ガードをはすし、燃焼筒ふたをはすしでください。 


2•燃焼 IJ ングを取り出しでください。 


3•点乂ヒータ、点乂しんをいためないよラに、ポットバーナ内部のすすを 
ドライバーなどでかき落としでから、巧などでふきとつでください。 


4•掃除び終わりましたら、ちとどおり正しく組み立ででください。 



•組立でのとき燃焼リングは上下逆に入れないよラを意しでください。「上」の刻印を確かめでください。 


■のぞき窓の掃除（適時） 

参煙突の設置不良のときやミ由量を絞りすぎたとき、あるいは、油たまりをおこしたりしますとのぞき窓が'すすけるこ 
とびあります。のぞき窓びすすけで炎び見えにくくなったときは、燃焼筒ふたをはすしで、のぞき窓をふいでくだ 
さい。 


のぞき窓には、かをかけたり、衝撃をちえたり絶対しないよラを意しでください。 


■地震などの災害び発をしたときの点検についで 

地震などの災害び発生し、ストーブに振動や衝撃び加わったときは、運転前に必す次の点検をおこなっでください。 
•煙突まわりのはすれ、ちれの確認 
• なミを配管からのちれの確認 

参点検で異常び見つかった場合は、お買い求めの販売店に修理を依頼しでください。 
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画定期点巧 

長期間ご使用になりますと、ストーブ'の点検が'必要です。 

参2年に1回程度、シーズン終3後などにお買い求めの販売店または、修理資格客〔（財）曰本石油燃焼機器保守協舍 
(TEL 03-3499-2928) でおこなラ技術管理講習舍修3客（石油機器技術管理±)など]のいる店などに点検依頼され 
ることをおすすめします。 

画故障 • 異常の見分け方と処置方法 

使用かに異常が'ありましたら、次表により原因を調べで処置をしでください。 

参原因のわからないときや、処置のむすかしいときは、お買い求めの販売店または、お近くのコ□ナお客様ご相談窓 □ 
にご連絡ください。 


\ 現象 

原 因 \\ 

電 

源 

び 

入 

ら 

な 

い 

点 

乂 

し 

な 

い 

炎 

び 

ふ 

さ 

< 

な 

ら 

な 

い 

黒 

煙 

を 

出 

し 

で 

燃 

を 

る 

使 

巧 

巧 

に 

消 

乂 

す 

る 

ミ由 
ち 
れ 
び 
お 
る 

に 

お 

い 

び 

す 

る 

処置ちま 

点乂ヒータの断線 


• 






販売店に修理を依頼する 

点乂ヒータと点乂しんとの位置関係が'悪い 


• 






販売店に修理を依頼する 

巧震 g 動消乂装置が'作動した 


• 






たットレバーを矢巧位置にじットする 

送油バルフ'力 s' 閉まっている 


• 



• 



開く 

油量調節器リたットレバーびたットされでいない 


• 






油量調節器リじットレバーをじットする 

油量調節器の水、ごみの目ブまり 


• 

• 


• 



送';由バルブを締めでストレーナをはずしで掃除する/ミ由タンクの水を抜く 

油量調節器の故障 


• 

• 

• 

• 



販売店に修理を依頼する 

ストーブび傾斜しでいる 




• 




ストーブを水平に調節する 

煙突の横引きび長過ぎる/煙突び短い/煙突び細い 




• 




煙突設置夏準の通り直立部分を増す/伞 1 06mm の煙突を使巧する 

煙突のドラフトが'強過ぎる 



• 





煙突の高さを調べる/ドラフトレギユレータを付ける 

煙突工事不適当のため、逆風現象びある 





• 


• 

煙突の取り付けを適正にする 

煙突のつまり 




• 

参 


参 

煙突を掃除する 

燃焼 U ングの取り付けび悪い 




参 




正し<取 0 付ける 

燃焼用送風機にほこりが'たまっで風が'弱くなっでいる 




• 




燃焼巧送風機フアンのほこりをブラシなどで掃除する 

サーモスタットの故障 


• 






販売店に修理を依頼する 

電源スイッチの故障 

参 

• 






販売店に修理を依頼する 

点乂トランスの故障 


• 






販売店に修理を依頼する 

ポットノ \ーナ内にすすが'たまっでいる 


• 

参 

• 




ポットパーナ内のすすをとる 

送油ホース継手びゆるんでいる 






参 


締め直す （SV-151BS-2O1BS0&) 

コ''ム製送油管に空気だまりびある 


• 

参 


• 



コ''ム製送;'由管を振る/山おになつでいるところは平らに直す (SV-15 旧‘20旧のみ） 

コ''ム製送油管締付バンドびゆるんでいる 






参 


締め直す （SV-151 巨 • 201巨のみ） 


画部品交換のしかた 

部品父換のとをのま意 


ま意1 不完全な修理、調整は危険ですので、部品の交換、調整が'必要の場含には、お買い求めの販売店または、修理資 
格者〔(財）曰本石油燃焼機器保守協含でおこなラ按術管理講習舍修了者（石油機器按術管理±)など]のいる販売店にご 
相談ください。 

部品交換は ご D ナ! KiEflifii とご指定ください。 

部品ご入用の際には、コ□ナ製品取扱販売店で必すコロナ純正部品とご指定ください。 

純正部品が外の部品をご使用になりますと、性能び十分に凳揮されないばかりか、ストーブを損傷したり思わめ事故の原因になります。 
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消耗•劣化しやずい部品（交換が必要な部品) 


項 目 

内 容 

使用期間により交換が'必要な部品 

ポットバーナ-点乂ヒータ-燃焼リンブ-バッフル 

環境により劣化しやすい部品 

燃焼用送風機-コ''厶製送'油管 

変質-不純なミ由の使用により劣化しやすい部品 

ミ由量調節器-電磁な 


圆保管(長期巧ほ用しない場合） 

設置したままで保管する場合や、しまわれるときは、曰常の点検•手入れの項を参照し、次の要領で保管しでください。 

1•電源プラヴをコンむントから巧いでください。 

• IA ミ主意]設置したままで保管する場合ち必す、電源プラグは抜いでください。 

2•油タンクのな'油はすべで出しでください。 

•中に水分やごみを残したままにしでおきますと、ミ由タンクび腐奠する原因になります。 

3•ミ由量調節器の中のな油を抜いで < ださい。 

4透装部分は、しめった巧でミ与れを落としでから、からぶきしでください。 

5•内部のごみやほこりを取り除し、でください。 

•傾けたり、横倒しの状態では絶対に保管しないでください。 

•取扱説明書は大切に保管しでください。 


画仕様 


型式の呼び 

SV-151BS 

SV-201BS 

SV-151 巨 

SV-201B 

種 類 

ポット式-屋内用-強制通気形-白然巧流お 

ポット式-屋内用-強制通気お-白然巧流形 

点 乂ち式 

電気点乂式 

電気点乂式 

使用燃料 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

なミ由 （ J に1号なミ由） 

燃料消費量 

最大 

17.0kW (1.652L/h) 

24.27 kW に. 359L/h) 

17.0kW (1.652L/h) 

24.27 kW (2.359L/h) 

最ル 

3.70 kW (0.36L/h) 

6.79kW (0.66L/h) 

3.70 kW (0.36L/h) 

6.79kW (0.66L/h) 

発熱量 

最大 

61,190 kJ/h 

87,380 kJ/h 

61,190 kJ/h 

87,380 kJ/h 

最ル 

13,340 kJ/h 

24,450 kJ/h 

13,340 kJ/h 

24,450 kJ/h 

熱効率 

最大 

66.5% 

64.4% 

66.5% 

64.4% 

最ル 

54.00 /o 

54.00 /o 

54.00 /o 

54.00 /o 

暖房出力 

最大 

11.3kW 

15.6kW 

11.3kW 

15.6kW 

最ル 

2.0kW 

3.66kW 

2.0kW 

3.66kW 

ミ由タンク客量 

15.5L 

20.0 L 



標準適室 

温暖地 

木 造 48.0m2 に 9 置)まで 

コンク ij- 卜66.0 の 2(40置)まで 

木 造66.0 の 2(40置)まで 

コンク IJ- 卜90.5 1712(55 置)まで 

木 造48.0 rrt に 9 置)まで 

コンク IJ- 卜 66.0m2(40 置)まで 

木 造 66.0nn2(40 置)まで 

コンク IJ- 卜 90.51712(55 置)まで 

寒を地 

木 造 48.0m2 に9置)まで 

コンク IJ- 卜 76.0m2(46 置)まで 

木 造 66.0 の 2(40置)まで 
コンク IJ- 卜105.5 の 2(64置)まで 

木 造48.0 nrf に9置)まで 

コンク IJ- 卜 76.0m2(46 置)まで 

木 造 66.0m2(40 置)まで 
コンク IJ- 卜105.5 m2(64 置)まで 

外形寸法(置台を含む） 

高さ 755mm 幅68加 m 奥行 420mm 

高さ 885mm 幅 735mm 奥行 470mm 

高さ 755m2 幅600 mm 奥行 420mm 

高さ88加 m 幅 650mm 奥行 470mm 

質 量 

32.5kg 

41.0 kg 

23.0 kg 

32.5kg 

電源電旺及び周波数 

100V 50/60HZ 

100V 50/60HZ 

定格消費電力 

点乂時 78/77W 

燃焼時（大 )22/20.5W (ル) 11/10.5W 

点乂時 77/76W 

燃焼時（大 )27.5/25W (ル) 15.5/15W 

点乂時 78/77W 

燃焼時（大 )22/20.5W (ル) 10/9.5W 

点乂時 76/75W 

燃焼時（大 )27/24.5W (ル) 15/14.5W 

煙突の呼び径 

106mm (3 寸 5 分） 

106mm (3 寸 5 分） 

煙突の壁實通部の孔径 

1 10mm 

1 10mm 

排気温度 

640で]^下 

670で攻下 

640で]^下 

670でじ(下 

安全装置 

巧震自動消乂装置-停電安全装置 

巧震自動消乂装置-停電安全装置 

イ寸属 品 

置台1個、天板ガード1個、調節脚4個、コ''ム製送油管1本、 

コ''ム製送ミ由管締付バンド2個、歷熱お (SV-201 目 S のみ)、取扱説明書 

置台1個、天板ガード1個、調節脚4個、コ''ム製送ミ由管1本、 

コ''ム製送ミ由管締付バンド2個、超熱板 (SV-201 目のみ)、取扱説明書 


標準適室は、な団ま人-曰本ガス石ミ由機器工業含の暮定冨華によります。 
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画ア フターサー ビス 

保証について 

•このコ□ナ石油ス I ブには保証書びついでいます。 

保証書は、必す「お買い上げ曰•販売店名」などの記入をお確かめのラえ、販売店からお受け取りください。内容 
をよくお読みのあと、大切に保管しでください。 

参保証期間はお買い上げ曰から1年間です。 

•なのよラな原因による故障および事故につきましでは、保証の巧象になりませんのでを意しでください。（詳しく 
は保証書をお読みください。） 

♦ 変質な油や不純な油など、またな油必外の燃料使用による故障や事故 
♦誤った使用ちまによる故障や事故 


修理を依頼されるときについて 

参「故障•異常の見分けちと処置ちま」 （13 ぺージ）にしたびってお調べください。直らないときは、ご使用を中止し、 
必す電源プラグを抜いでからお買い上げの販売店にご連絡ください。 

参ご連絡いただきたい内容は;欠の通りです。 

①品名 ⑤型式の呼び ⑤お買い上げ曰 ④故障の状況（できるだけ具体的に） 

•修理に際しましでは、保証書をご提示ください。保証書の規定にしたびって販売店び修理させでいただきます。 

参保証期間び過ぎでいるときは、修理すれば使用できる場合には、ご希望により有料で修理させでいただきます。 

•ご不明な点や修理に関するご相談は、お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お 
客様ご相談窓□」にお問い合わせください。 

•修理料金は、技術料、部品げ、出張料などで構成されでいます。 


■補修用性能部品についで 

参当巧は、この製品の補修用性能部品を製造巧ち切り後、7年保有しでいます。 

参補修用性能部品とは、その製品の機能を維持するために必要な部品です。 

■故障-修理の際の連絡先 

•お買い上げの販売店または、この取扱説明書の裏表紙に記載されでいる「お客様ご相談窓□」にお問い含わせください。 


国据え付け•ち設 

据え付け-移設工事は販売店に依頼する _ 

据え付けや移動工事は販売店または据え付け業客に依頼し、お客様ご自身ではおこなわないでください。 

据え付け場所の選定および標準据え付け例 

据え付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑華などまちの薑華びあります。取扱説明書（工事編）の「特 
にを意しでいただきたいこと（安全のために必すお守りください)」をお読みになり、販売店または据え付け業客とよく 
ご相談しでください。また、「標準据え付け例」についでは17ページ、「煙突の取り巧け」についでは20〜21ページ 
を参照しでください。 

据え付け後の確認 

据え付けび終わりましたら、ちラー度、取扱説明書（工事編）の「特にま意しでいただきたいこと（安全のために必す 
お守りください)」をお読みになり、取扱説明書（工事編）に記載されでいるとおり据え付けられでいるかどラかを確認 
しでください。 

試運転 

試運乾は販売店または据え付け業客とごいつしよに必すおこなつでください。 

試運転（運転華備^運転^消乂）の手順についでは、取扱説明書（工事編）の21〜22ページを参照しでください。 
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絵表示の例 


A 記号はミ主意を促す内容びあることを告げるちのです。 

図のかに具体的なミ主意内容（左図の場合は一般的なミ主意）び描かれでいます。 

〇記号は禁止の行為であることを告げるちのです。 

図の中やお傍に具体的な禁止内容び描かれでいます。 

〇記号は行為を指示する内容を告げるちのです。 

図のかや近傍に具体的な指示内容び描かれでいます。 


A 離た この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業客び、またはその作業後の不具合によって使 
胃 im 用客び、死!::、重傷を負ラ可能性、または乂災の可能性び想定される内容を示しでいます。 

A C - t ™ この表示を無視しで、作業を誤った場合に作業客び、またはその作業後の不具合によって使 
用客び、傷害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される内容を示しでいます。 


この取扱説明書「工事編」には、安全に正しく据え付けでいただくために、いろいろな絵表示び記載されでいます。 
その表示と意日未はなのよラになつでいます。内容をよく理解しでから本文をお読みになり、据え付け工事をおこな 
つでください。 






A 警告 


参据え付けや移割よ、販売店または据え付け工事業者が巧ってください。 

お客様ご自身で据え付けをされ、不備びあると感電や乂災の原因になります。 


〇 


•据え付けは火災予防条例、電気設備に関ずる技術基準など法令の基準を守って 
行ってください。 


〇 


•屋内排気禁止 

屋内に排気すると、排ガスが'室内に巧満しで危険です。 
必す屋外に排気しでください。 


0 


参煙突は確実に接続 

煙突を確実に接続し、しっかりと固定しでください。 

風、振動、衝撃などで外れたりすると運転中に排ガスび室内にちれで危険です。 



〇 


A 注意 


参次の場所には据え付けない乂災や予想しない事故の原因になりまず 

•水平でない場所、不安定な場所 
• 不安定なちのをのせた棚などの下 
• 可燃性ガスの発生する場所またはたまる場所 

•燃焼に必要な空気を取り入れる空気取入□のない場所または換気のおこなえない場所 

• 付近に燃えやすいちのびある場所 

•階段、避難□などの巧おで避難の支障となる場所 

• 防乂巧策をしでいないマントルピース 

•温室、飼育室など人のいない場所 


0 


n 特に注意していただきたいことほ全のためにおずお守りください) 


A0© 
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A 注意 


•可 I 燃物との距離を離ず 

•ストーブおよび煙突から周囲の可燃物までの離隔距離は乂災予 
防条例で規定されでいます。図のよラにしでください。 
•ストーブは付属の置台の上に据え付けでください。 


〈標準据え付け例〉 




•家屋賃通部のミ主意 

• 煙突び可燃性の壁などを震通する部分は必すめびね石を使用し 
でください。 

• 小屋裏、天片裏などにある部分は金属]^外の不燃材料で防乂上 
有効な被覆をおこなつで < ださい。 

•可燃性の壁-天片-小屋裏-天井裏などを震通する部分および、 
その付近では煙突の接続はしないでください。 



貨通する壁より/卜 

層いしと。 f 地区により異なることびある^ 

k ので乂災予防条例を参照する。/ • 


•煙突の固定 

•煙突は、風や振動などで倒れないよラちえ金具やちえ線などで固定しでください。 

•煙突は、 1.5 〜 2 m おきに固定金具で固定し、自重をちえる部分はちえまたは、吊り金具で堅固にち持 
しでください。 



参ドラフトレギュレータの取り付け 

煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発生します。 

なの煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ（別売品 DR -1) 
を取り付けでください。 

•集合煙突に接続する場合 
• 標準寸法必上に立ち上びりび高い場合 
• 風び強くで炎び洗むよラな場合 


ドラフト レギュレータ 




参油タンクとの距離を離ず 

•ミ由タンクは機器より 2 m 必上離しで据え付けるか、防乂上有効 
な趨へいを設けでください。 

•据置式のミをタンクは、不燃巧の床上に据え付けでください。 




2 m ]^ 上 



•ゴム製送油管の屋外使用禁止 

コ''厶製送油管は屋外で使用しないでください。 
ひび割れを生じで油ちれの原因になります。 


0 


•煙突の点検 

据え付けが'終わったら、ちラー度点検しでください。 

次のよラな取り付けは、危険であったり、不完全燃焼をおこすおそれが'ありますので、必す修正しでくだ 
さい。 



•下り勾配、下向き巧びり禁止 



• トップと建物（隣家を含む）の開□部 
(窓など）は上離れでいること 
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国開こん 

個包箱には、次の付属品び入つでいますので確認しでください。 


部品名 

個数 

用 透 

置 台 

1 

ス I -ーブの下に敷く 

天板ガード 

1 

上面板の上に取りはける 

調 節 脚 

4 

ス I -ーブの水平調節 

つ'' ム製送油管 

1 

ミ由タンクとストーブ'の接続 

If ム製送 a 管締付バンド 

2 

コ''ム製送巧管接続部の締め巧け 

遮 熱 板 

1 

壁面遮熱用 （ SV -201 巨 S のみ） 

取扱説明書 

1 






部品名 

個数 

用 透 

置 台 

1 

ストーブの下に敷く 

天板ガード 

1 

上面板の上に取りなける 

調 節 脚 

4 

ス I -ーブの水平調節 

つ'' 厶製送巧管 

1 

ミ由タンクとストーブ'の接続 

If ム製送 a 管締付バンド 

2 

コ''ム製送巧管接続部の締め巧け 

遮 熱 板 

1 

壁面遮熱巧 （ SV -201 巨のみ） 

取扱説明書 

1 



回据え付け 

据付け場所の選定 

据え付けについでは、乂災予防条例、電気設備に関する技術薑準などまちの薑華びあります。16〜17ページの「特にを意し 
でいただきたいこと（安全のために必すお守りください）」をお読みになり、販売店または据え付け業客とよくご相談しでく 
ださい。また、「標準据え付け例」についでは17ぺ一义「煙突の取り巧け」についでは20〜21ぺージを参照しでください。 


据え付け方法 


■置台の取り巧けとか平調節 


ストーブの下には必す置台を使用し、ストーブを水平に据え付けでください。 



1•付属の調節刷4個をストーフ''の 
架台部にねじ込んでください。 



2•水平器を見なびら4個の調節 
刷を調節しでス I ブを水平 
に据え付けでください。 



参水平器を真上から見で、ホ丸のか 

におちりびあるとほぼ水平です。 

V_ _ _ y 


•ストーブは必すか平に据え巧けでください。燃焼の不具をを生するばかりでなく、巧 震 自動消乂装置び正しく作動しないおそれ 
びあります。 


■天板ガードの取り付け 

図のよラに天板ガードをストーブ上部の長巧4力所に差し込んでください。 

■遮熱板の取り付け 



ストーブと周固の可燃物との離隔距離を 100 cm にする場合は、必す本遮熱板をストーブに取り付けでください。 
また取付け作業をする際は必す手袋等をし、安全に十分ま意しでください。 


参ち図の位置に遮熱板をじツトし、 
側面の、ソメ部 （4 力所 ）を乃一 
ドに巻きつけるよラに曲げで固 
定しでください。 


遮熱板 


ツメ部 
(4 力 所) 

ガード 



G ごま意 I ストーブと周囲の巧燃物と 
の離隔距離は1 0 Ocm 似上必要です。 
離隔距離が'十分でないと乂災の原因に 
なる恐れびあります。 















































































■油タンクの取り付け ■油タンクの組み立てと据え付け（別売品) 


SV-1 曰 IBS • 20 IBS 


1•油タンク側面にタンク固定金具 
を引っ掛け、固定しでください。 



2 •送油 ホース 継手の ス IJ ー ブを引 
きちどしなびらプラグに押し込 
むと「カチッ」と音びしで固定 
されます。 



SV-1 己 1 巨 - 201 B 


参組み立では油タンク付属の取扱説明書にしたびっておこなっでください。 
参油タンク油面はス I -ーフ''本体設置床面より高さを30 cm から2 m 必内で 
設置しでください。 

参油タンクの設置、取り扱いについでは、各地区の乂災予防条例にしたびつ 
でください。 


コ''ム製送油管の取巧け方 

♦ |么を意1 ゴム製送油管は屋外で使用し 
ないでください。 

ゴム製送油管は、 J に - S 3022 「石油燃焼機 
器用コ'ム製送油管」に含格したちの外は 
使用しないでください。 



参既をのコ''厶製送油管を使用する場合、劣 
化による亀裂等を巧分に確認しで使用し 
でください。欠点のある場合は交換しで 
ください。 

参コ''厶製送油管にコ''厶製送油管締付バンド 
をはめでから、油タンクとス I ブのコ '' 
厶管□に十分押し込み、コ''厶製送油管締 
付バンドで強く締め付けでください。 

参コ''厶製送ミ由管の途中び山おになったり、 
ちつれたりしでいますと、空気びたまっ 
でな油が流れないことびあります。平に 
なるよラに直しでください。 




■燃焼 U ングの取り付け確認 

参燃焼筒ふたをはすしで一旦燃焼 IJ ングを取り出し、刻 
E ロタき（上）を上にしで、ポットバーナの内部のピン 
の上に正しくのせ直しでください。 



燃焼リングび傾いで取りがけられたり、ポツトパーナの空気穴をふさいでいたりすると黒煙を出したり、異常燃焼します。 


■電気配線 

•電源プラグは、必す適正配線された単相 100 V のコンじントに差し込んでください。 

参運転時の電源び 90 V 必下および、 110 V を超える場合は、故障の原因になることびあります。 
この場合は、電力舍社の指定工事店に依頼しで、巧策しでください。 
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回煙巧の取り付け 

煙突の径 

•煙突は、直径 106 mm (3 寸5分)を使用しでください。 


横引さ、立ち上びりの標準寸法 

参煙突の立ち上びり、横引きの標準寸法は、立ち上びり約 3.6 m (4 本）、横引き約 1.8 m (2 本）です。 
横引きび標準寸法より長くなる場合は、その長さの1/2を立ち上びりに追加しでください。 

(結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m 必内にしでください。） 

参屋外の立ち上がり部の下端には、水抜きをつけで雨水び入るのを防いでください。 

参横引きは10分の1必上の上り勾配になるよラにしでください。 

参横引きはできるだけ短くし、ベンド（エビ曲）は3個必下になるよラにしでください。 

また、露受けアダプター（別売品）などの取り付けちご検討ください。工事店とよくご相談ください。 
参1本の煙突を他のストーブなどと巧用することは避けでください。燃焼び悪くなります。 


煙をを端（トップ）の位置 

参煙突トップは、屋根面から垂直距離 60 cm 必上離しでください。 

参煙突トップから水平距離1 m 必内に隣接家屋などの軒びあるときは、さらにそれより、 60 cm 必上離しでください。 
参窓などの開□部からは、 1 m 必上離しでください。 

参煙突トップの位置は建物-立木などの状態をみで、あらゆるち向の風が'通り抜ける位置にしでください。 


トップのお状 

参煙突トップには、逆風防止のための「傾斜 H おトップ」を取り付けでください。 


ドラフトレギュレータ（別売品）の取り付け 


• 1/\ミ主意 I 煙突の引き（ドラフト）び強いと燃焼不良び発をします。 


次の煙突設置の場合は必す、ダブルドラフトレギュレータ ( DR -1) を取り付けでください。 
• 集合煙突に接続する場合 ，、、_ 

♦標準寸法必上に立ち上びりび高い場合 ’ 

♦ 風び強くで炎び洗むよラな場合 



集合煙突を利用ずる場合のごま意 


参集合煙突に差し込む先端は図のよラにしでください。 



参2つ]^上のス I -ーブを使用するときは、横引部分の長 
いちを上にしでください。 



参集合煙突を利用する場合は、設置ちまなどについで必す専門業客にご相談しでくださし、。 
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煙突の取り付け図 



•煙突の先端から水平距離1 m 必内に建物の軒びある場合は、 
その軒から 60 cm 必上高くすること。 

•煙突の先端から1 m 必内に建物の開□部（窓）が'ないこと。 


•※巧寸法は、煙突が'本体から 1.8 m を越える場合は 15 cm な上。 
•煙突は、固定を具で 1.5 〜 2 m 間隔に固定すること。 

•設置の場台は当該地区の乂災予防条例にしたびってください。 
•風の強い地域では、必す、ドラフトレギュレータを取りがけで 
ください。 

•結露かび出る場合には、露受けアダプターを取り巧け排出した 
結露かは、容器に受けで<ださい。 

'結露予防のため、煙突の横引き長さはできるかぎり短く、 2 m ^ 
、な内にしでください。 / 


結露水の処理 

参煙突の横引き部に結露水び出る場合は、別売の露受けアダプター （ USB -1) また、集合煙突の凍結予防には集合煙突 
凍結防止ヒータ ( USB -3) をご使用ください。販売店にご相談ください。 


国試運拓 

試運乾は使用客とごいつしよに必すおこなつでください。 

運転準備 

電源プラヴをコン t ントに巧の根元まで確実に差し込んでください。 

2 •油タンクに給油し、送ミ由バルブを開いで送ミ由経路にミ由ちれびないか確かめでくださし、。 

3 •安全装置をじットしでください。 

'♦巧震自動消乂装置じットレバーのじット^ 

、♦油量調節器 IJ じットレバーの t ット ' 

4 •油量調節ダイヤルまたは油量調節つまみは「消乂」に合わせでおいでください。 
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運乾 


SV-151BS • 20 IBS 


1 •ミ由量調節ダイヤルの「点乂」を矢巧 
に含ねせます。 

2 •電源スイッチ「入」を押しでくださ 
い。 

ヒータランプび点なしで点乂ヒータ 
びホ熱し、しばらくすると着乂しま 
す。 


3 •ヒータランプ消な（点乂後15分位） 
後、巧量調節ダイヤルを目盛「1」 
〜「6」の間で調節し、乂力び変化 
することを確かめでください。 


V. 



SV-151B • 201 巨 


1 .ミ由量調節つまみの白線を「点乂」に 
含わせます。 

2 •電源スイッチ「入」を押しでくださ 
い。 

ヒータランプび点灯しで点乂ヒータ 
びホ熱し、しばらくすると着乂しま 
す。 

3 •ヒータランプ消な（点乂後15分位） 
後、ミ由量調節つまみを目盛「1」〜 
「6」の間で調節し、乂力び変化す 
ることを確かめでください。 



•ポットパ'-ナにな油び流れ出るまでに時間びかかり、着乂び遅れます。 

•ネリめでお使いになるときは、耐熱透料などび焼巧くまで煙と臭いびでます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなって 
ください。 

•ドラフトの関係で炎は多少変化することびありますび異常ではありません。（炎び片燃えなどする場合は、煙突の設置状態など 
を確認しで < ださい。） 


消义 


SV-151BS • 20 IBS 


1 .ミ由量調節器リたットレパーを"カチ 
ン"と音びするまで押し上げでく 
ださい。 

2 •ミ由量調節ダイヤルの「消乂」を矢 
巧に含わせます。 

3 .乂び消えたことを確かめたら電源 
スイッチ「切」を押しでください。 

4 •ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じでく 
ださい。 
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SV-151B • 201 巨 


1 . ミ由量調節器リじットレパーを"カチ 
ン"と音びするまで巧し上げでく 
ださい。 

2 . ミ由量調節つまみの白線を「消乂」 
に含わせます。 



3 .乂び消えたことを確かめたら電源 
スイッチ「切」を巧しでください。 


4 •ミ由タンクの送ミ由バルブを閱じでく 
ださい。 


ヒータ 



mmmtm 

•消乂後は必す電源スイッチをのつでください。「入」のままにしでおきますとしばらくしでヒータランプが'点なし、点乂ヒータ 
が'/赤熱したままとなります。 

•正常運転しない場含は、13ページ「故障•異常の見分けちと処置ちま」を参照しでください。 

•長期間の保管後、再び設置する場合ち「試運転」のま順にしたびい、試運転をおこなつでください。 


初めでお使いになるとさの ミ 主意 


•ネリめでお使いになるときは、耐熱透料などび焼きがくまで煙と臭いび出ます。しばらくの間、窓をあけで部屋の換気をおこなつ 
でください。また、小鳥やル動物などに影響する場合が'善えられますので、この間は部屋に入れないでください。 


国廃棄ずるとまのま意 

参ストーブを廃棄処分するときは、定油面器のな油を抜き取っでください。 

な油び入ったまま廃棄すると IJ サイクルの際に思わめ事故になるおそれびあります。 
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東京都化区豊島 8-4-8 
ま京都化区豊富 8-4-8 
東京都化区豊島 8-4-8 
立川巿高松町 1-22-3 
松戸巿高塚新田 95-5 
横お市戸塚区原宿4 了目 7-1 3 
山梨県中巨摩郡昭和の西条249 1-2 
さいたま市北区宮原の 1-674-2 
さいたま市北区宮原の 1-674-2 
高崎市問屋の西 1-3-22 
宇都有市築瀬の2313 
太田巿高林まの237日 
水戸巿苦原の 653-2 
つくば巿谷田部 6788-1 9 


兰条巿巧浏 3-2-1 己 
兰条市巧浏 3-2- 15 
新潟巿東区江南 1-6-41 
長野巿大豆島5312 
松本巿值質大夕保原7852 


を；只ち 店 

をおサービスじンター 
富山営業所 
福片営業所 


関東地区 


信越. 
北陸地区 


東海地区 


近畿- 
四国地区 


中国地区 


九州地区 


札幌巿白石区平和通16 了目南 1-1 9 〒日 03-0028 

札幌市白石区米里3菜 2 T 目 6-25 干 003-0873 

函館巿西お便の21 -2 干041 -0824 

胆川巿東胆川南1条 2 T 目 2-5 干 078-8261 

帯広巿西18条北1了目1 7-1 〒〇 80-0048 

重川路巿巧園の 4-1 7 干 085-0038 

北見巿美ち町 9-1-30 干090 -0064 


各ち屋市熱田区桜田の 16-11 
名ち屋巿熱田区桜田の 16-11 
静岡市駿;'可区高松 2-15-30 
岐阜市六条南 2-7-8 
津巿高茶屋 3-29-38 
沼ま市西お路 888-1 


干 456-0004 TEUO 日 2)746-6600 (代表） 
干 456-0004 TEU 日日 2)746-6603( 代表） 
干 422-8034 TEL (054)238-000 已(代表） 

〒己00 -8358 TEUO 日 8)268-7555( 代表） 
干51 4-0819 TEUO 己 9)234-847 1(代表） 
干41 0-0303 TEU 055)968-621 0(代表） 


FAX の 52)884-6551 
FAX の 52)884-6554 
FAX の 54)238-0006 
FAX の 58)268 - 7550 
FAX の 59)234-8472 
FAX の日 5)968-621 2 


吹田巿南金田1 -8-47 干 564-0044 

吹田市南を田1 -8-47 干 564-0044 

高松巿ミ里の 1-8-5 干 760-0078 

京都市伏見区竹田段ノ川原町 70-1 干61 2-841 4 

ネ申戸巿西区枝吉 5-1 32 干651 -21 33 

彦根市正ま寺の南化78 〒日 22-0024 

福知山市荒;'可東の68 干 620-006 1 


TEU 06)6380-21 り（代表） 
TEU 06)6386-5670 (代表） 
TEU 087)835-171 U 代表） 
TEU 075)643-2002( 代表） 
TEL の 78)922-2431 (代表） 
TEU 0749)24-6239 (代表） 
TEU 0773)22-0827( 代表） 


FAX (06)6386-7262 

FAX (06)6386-5588 

FAX (087)835-0160 

FAX (075)643-0870 

FAX (078)922-2438 

FAX (0749^6-2116 

FAX (0773)23-7592 


広島巿安佐南区巧園 3-27-20 干731 -0 138 

広島市安佐南区祇園 3-27-2 日 干731 -0 138 

岡山巿辰己 35-1 03 干700 -0976 

米寺巿目夕美田: [235-1 干 683-003 已 

周南巿徳山きーノ片手日 631- 4 干 745-0882 


TEU 082)871-3310 (代表） 
TEU 082)871-3315( 代表） 
TEL の 86)243-7751 (代表） 
TEU 0859)33-8157( 代勤 
TEU 0834) の一己567(げ表） 


FAX (082)871-3306 

FAX (082)871-0272 

FAX (086)243-7191 

FAX (0859)23-0709 

FAX (0834)22-5589 


福岡巿博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

福岡市博多区東比恵 2-2-40 干81 2-0007 

北九州市ル倉北区愛若 2-6- 4 〒803-0828 

睦お島市田上 7-16-5 〒890-0034 

熊本市尾ノ上 1-11-12 〒862-0913 

長崎県西彼许郡時津 ffl 了左底郷お田 74-1 干851 -21 06 
客崎巿露島 3-59- 2 干 880-0032 

大分巿王佐 1-19-7 〒870-0108 


TEU 092)474-577 U 代表） 
TEU 092)474-60 日1(代表） 
TEU 093)592-861 U 代表） 
TEU 099)281-1321( 代勤 
TEL の 96)367-7361( 代表） 
TEU 095)882-7710( 代表） 
TEU 0985)29- 1680(代表） 
下£1_(097)已23— 已161(代表） 


FAX (092)474-577 日 
FAX (092)474-6414 
FAX の 93) 日 92-8666 
FAX (099)281-1252 
FAX (096)369-6323 
FAX (095)882-7767 
FAX (098 日) 25-068 日 
FAX (097)523-5162 


Til 4-0003 TEL (03)3927 - 1151 (代表） 

Til 4-0003 TEL (03)3911 — 1131 (代表） 

Til 4-0003 TEL (03)3927-11 52(代表） 

干 190-0011 TEU 042)519 —5271( 代動 

干 270-2222 TEU 047)31 2-8330( 代表） 

干 245-0063 TEU 045)852— 4008(代動 

干 409-3866 TEL (055)268-1 日67(代表） 

干331 -081 2 TEU 048)651-1722( 代動 

干331 -08 12 TEL (048)651-1231 (代表） 

干 370-0007 TEU 027)361— 4806(代動 

干321 -0933 TEU 028)632-510 日(代表） 

干 373-0825 TEU 0276)38— 6571 ( 代動 

干31 0-0852 TEL (029)241-21 72(代表） 

干 305-0861 TEU 029)839— 5325(代動 


FAX (03)3927-1 160 
FAX (03)3927-1 130 
FAX (03)3927-1 160 
FAX (042) 己 28-2382 
FAX (047)312-8338 
FAX (04 己) 852-5540 
FAX (0 日日に 68-1 己 69 
FAX (048)651—6370 
FAX (048)651-6370 
FAX (027)361-9139 
FAX (028)632-5205 
FAX (0276)38-5508 
FAX (029)241-4268 
FAX (029)8：36—1913 


干 955-0864 TEU 0256)32-2126( 代動 

干 955-0864 TEU 0256)32-2129( 代表） 

干 950-0855 TEU 025)286-9131( 代勤 

干 381-0022 TEL (026)221-51 1 U 代表） 

干 399-0033 TEU 0263)26-0051( 代表） 

干 920-0027 TEU 076)260-0567( 代動 

干 920-0027 TEU 076)260 - 0038(代表） 

干 930-0985 TEU 076)444-0567( 代表） 

干91 8-8237 TEU 0776)23-0567( 代表） 


FAX (02 已 6)35 —8已19 
FAX (0256)32-2137 
FAX (025)286-3313 
FAX (026)221-0039 
FAX (0263)25-9961 

FAX (076)260-0775 
FAX (076)260-0738 
FAX (076)444-0611 
FAX (0776 に 3-0580 


仙台市客城野区曰ノ出町1 -7-32 干 983-003 日 

仙台巿宮城野区曰ノ出の1 -7- 31 干 983-003 日 

郡山巿亀田 1-51-9 干 963-8033 

山形巿ま青田 3-6-28 干 990-2423 

酒田市錦町 1-183-1 干 998-01 03 


TEU 022)23 巳一 3181( 代表） 
TEU 022)783- 1791(代表） 
TEU 024)938-2240( 代表） 
TEU 023)642-325 己(代表） 
TEU 0234)31-0571 (代表） 


FAX の 22)236-8810 
FAX の 22)783- 1792 
FAX (024)938-3021 
FAX (023)642-3254 
FAX の 234)31-0581 


東化地区 


青 森る 店 
青森サービス它ンター 
秋田営業所 
が;田サービスじンター 
八戸営業所 
八戸サービス它ンター 
弘前営業所 
弘前サービス它ンター 
盛岡営業所 
盛岡サービスじンター 
水お営業所 


青森巿古館1了目1 2-38 干030 -0946 

青森巿ち館1 T 目1 2-38 干030 -0946 

秋田市泉中央 4 T 目 4-1 8 干01 0-091 7 

串乂田巿外旭川兰千刈1 09-1 干01 0-0802 

ノ \戸巿売市 4 T 目 4-7 干031 -0073 

ノ \戸巿売巿4了目 4-7 干031 -0073 

弘前巿田園 1-2-1 干0：36-8086 

弘前市田園 1-2-1 干 036-8086 

盛岡巿門 2-1-42 干020-日823 

盛岡巿門 2-1-42 干020 -0823 

奥州巿水;尺区水お工業団地 4 T 目79 干 023-0002 


TEU 01 7)742-825 己(代表） 
TEU 01 7)743-2971 (代表） 
TEUOl 8)864-5671 (代表） 
TEU 018)864-521 9(代表） 
TEUOl 78)24-5289( 代表） 
TEL の 178)47-6609( 代表） 
TEU 01 72)28-3910( 代表） 
TEUOl 72)26-4770( 代表） 
TEUOl 9)622-4791( 代表） 
TEUCn 9)604-0281( 代表） 
TEUOl 97)22-41 55(代勤 


FAX の 17)742-8275 
FAX の 17)743-1 118 
FAX (018)864-8468 
FAX の 18)864 -己760 
FAX (0178)45-4290 
FAX (01 78)71-1344 
FAX (01 72)28-01 91 
FAX (0172)29-1 133 
FAX (019)622 -已 244 
FAX の 19)604-0283 
FAX の 197)22-4452 


北海道地区 


沖縄地区 


ミ中縄営業所 


宜野湾市宇地;'白738 
シー サイド- パー ク102 


干901 -2227 TEU 098)897 -己677(代表） FAX (098)897-5679 


26098002 


本社•工場兰条市東新保 7-7 干 955-85 10 

柏崎工場柏崎市宝町 2-58 干 945-081 7 

長岡工場長岡市下条町詹ノ浦1069干 940-1146 


TEL (日 256)32 — 2111(大代表） 
TEL (0257)23-51 75(代表） 
下£1_(02已8)22-2121(代表） 


お客様ご相談窓□一覧表 


修理サービスや製品についでのごす目談は機種名をご確認の上、 
お買いあげの販売店または下記のごす目談窓□にご依頼ください。 

ご転居やご贈爸品などでお困りの場合は、下記のおおくの窓□にごホ目談く 
ださい。 

名称、所在地、電話番号は、変更する場台びありますのでご3承ください。 


•アフターサービスのお問い合わせは下記へどラぞ 


コ□ナサービスセンター 
阮0120 -919-302 

^ (修理受付専用ダイヤル） 

FAX 01 20-919-322 


携帯電話 ’ PHS 等か5は 
最畜の サービスセンター 
へ直接おかけください。 
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TTTO 
1136 
のの 

新新のま 
西西中田 
駅駅田和 
市市巿市 
尺尺心 W 
患患富福 


店-所所所 

夕 

ミ聲業業 

営営営 

台一 

サ山形の 

台 

仙仙郡山庄 


店-巧所所所所店所所所所所所 

支ピ'業業業業業る^業業業業業 

ス ^営営 

圍ビ営営営営営東ま営営営 

こ宮ば 

趴を川葉お府関：：崎罪田戸- 

都 し 

首首東立千横甲北さ高宇太水つ 


- 

都附ち 


< 


店-巧所所 

ミ 蜡業業 

—営営 

术 

サ幫野本 
条：' 

新 III 新長松 


4008017 

5083150 

1003541 

3262702 


3187546 

6743322 

違ののおがの 
1136555 

0000000 

/fv/fv/fv/flx/fv/fv/fv 

XXXXXXX 

AAAAAAA 

FFFFFFF 
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6743322 

がぶがの輩の 
1136555 

0000000 
/\/ x/fv/lv 
ししししししし 

EEEEEEE 

TTTTTTT 


店-所所所所所 

夕 

こ、ン業業業業業 

ミ它 

営営営営営 

幌 I 

サ館川広路見 

幌 

札化函旭帯訓北 


店-所所所所 
夕 

支^業業旨業 
ス業 
屋ビ営営営 


古^岡阜，；津 
ち 

名名静岐ま沼 


営， 


店-所所所所所 
夕 

- /ン業業業業業 
T !! 営 


ビ 


営営営営— 
;^松都戸根 


大大高京巧彦福 


店-所所所 
夕 

支吟業業業 
'^呂営営 
島- 

サ山寺山 
島 

広広岡米徳 


店-所所所所所所 
夕， 

こ、 ン業業業業業業 
支誓営 
ご 営営営営 
岡 V 州島 
サ九お 本崎崎分 
哥 i 

福福北鹿熊長宮大 
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